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いつもCWS Japanの活動に温かいご支援、
ご理解をいただき、ありがとうございます

ゴールデンウィーク
どう過ごす？
CWS JAPAN的
おすすめの過ごし方
皆さん、こんにちは。コミュニケーション担
当の一色です。今回はメンバーに、ゴールデ
ンウィークの「防災観点でのおすすめの過ご
し方」、「わたしの町のおすすめスポット・
過ごし方」を聞きました。

防災観点でのおすすめの過ごし方
普段は忙しくて災害に備えることができない
方も多いかと思うのですが、少し時間がある
GWにメンバーおすすめの過ごし方をトライし
てみませんか？

・「キャンプ」
過ごしやすい季節、穏やかな気候で楽しめる
キャンプがおすすめです。
キャンプ道具は、災害の非常時にも共通して
役立つものも多く、普段から使い慣れておく
ことで、いざという時に備えられます。非常
食も使い回して、更新することもできます
よ。（ディレクター・五十嵐豪）

・「パッククッキング」
CWS Japanに加わり、「普段やったことがな
いことは、災害時にできない」というメンバ
ーの言葉にハッとしました。このGWは「パッ
ククッキング」と呼ばれるポリ袋とガスコン
ロで調理する方法で、まずはご飯を炊くとこ
ろから始めてみようと思います。
（コミュニケーション担当・一色）

・「備蓄チェック」
GWは実家に帰省予定。のんびり過ごすぞー！
と心に決めていますが、どうしても気になっ
てしまう、私から見ると防災に関して無頓着
な実家の備蓄……。チェックして、必要なも
のを買い出しに行こうともくろんでいます。
（コミュニケーション担当・髙橋）

・「防災リュック点検/避難経路の確認/防災
学習施設の訪問」
防災バッグの中身を見直し、期限切れの食品
の交換や電池の補充を行う予定です。集合住
宅のベランダに設置されている避難はしごの
使い方も再確認しておく予定です。
また、先日東京の「そなエリア」で防災体験
をする機会があり、とても勉強になったの
で、GW中に地元・神戸の「人と防災未来セン
ター」にも足を運んでみたいと思います。
（プログラムオフィサー・浜田）

・「まち歩き」
今年のGWはちょっと短め。遠出するより「灯
台下暗し」にならないよう、自分の住んでい
る地域のまち歩きをお勧めします。
わたしたちも大久保の日本語学校生達と防災
まち歩きを行っていて、毎日通学していて
も、周辺の路地裏や指定避難場所になってい
る公園でさえも「こんなところ初めて！」と
いう声を多く聞きます。特に、災害時に役立
つ公衆電話の設置場所は確認しておきましょ
う。（ディレクター・牧）

・「住んでいるまちの情報収集&散歩」
GW中は、政治や行政の分野でも色々と対応が
進んでいる防災の取り組みについて情報収集
できたらなと思っています。

https://www.pref.kanagawa.jp/documents/72057/packcooking.pdf
https://www.pref.kanagawa.jp/documents/72057/packcooking.pdf
https://www.tokyorinkai-koen.jp/sonaarea/
https://www.dri.ne.jp/
https://www.dri.ne.jp/


先日、私が住んでいる区の議員の区政報告会
に参加して、そこでもさまざまな防災課題が
あることを知りました。また、防災マップを
見ながら、避難所や防災拠点になっている近
所の学校や公園、施設にお散歩してみるのも
おすすめです！
（プロジェクトオフィサー・五十嵐望美）

・「温泉地」
温泉地で過ごすGWはいかがでしょうか。多く
の温泉地は火山帯に位置し、自然災害への備
えが進んでいる施設も多く、比較的安心して
過ごせます。ただし、施設によって対策の充
実度に差があるため、事前に確認しておくと
より安心です。
（アドミン・ファイナンスオフィサー・清
川）

移動の多いGW、出張が多いチームメンバーか
らはモバイルバッテリーに関する注意喚起
も。

・「スマホの充電は計画的に / モバイルバ
ッテリーの携帯に注意」
最近パワーバンク（モバイルバッテリー）の
火災事故があった関係で、各航空会社の取り
扱いが厳しくなっています。機内で充電した
り使用したりすることは出来なくなってい
て、航空会社によっては座席上の荷物棚に入
れる荷物にも入れないように（前の座席の下
などで保管するように）との注意を受けたり
する事もあります。移動が多いGWですが、移
動前にしっかりスマホの充電をしておくな
ど、心がけていた方が安心です。
（事務局長・小美野）

っ張られるまでが至福の時間です。
（ATIH担当・打田）

・「京都」
京都の老舗旅館にお勤めの方から、GWは空室
があるよ！と聞きました。遠くへ旅行に行く
人が増えるGWは、京都は穴場になるのか
も？？？川床がスタートした鴨川や、さまざ
まな花が咲く庭園、新緑の大文字山など、自
然を楽しめる場所で、のんびり過ごすのも、
京都の魅力です。
（コミュケーション担当・大屋）

・「としまみどりの防災公園（愛称：IKE・
SUNPARK)」
IKE・SUNPARKは、広い芝生広場、火災の延焼
を防ぐシラカシによる防火樹林帯などのある
豊島区内最大の公園です。備蓄倉庫、消火用
水確保のための深井戸、非常用トイレ等があ
り、発災直後は一時避難場所として、その後
はヘリポート・物資集積拠点になります。水
族館、プラネタリム、たくさんのお店が入っ
ているサンシャインシティのすぐそばです。
（アドミン・ファイナンスマネージャー・高
松）

・「シディ・ブ・サイド（チュニジア）」
わたしが住むチュニジアのシディ・ブ・サイ
ドは外国人だけでなくチュニジア人も憧れる
観光スポットです。紀元前に栄えたフェニキ
ア人による国家・カルタゴや古代ローマがこ
こに灯台を設置したそうで、1909年に世界で
初めて村の景観保護の政令が導入され、青と
白の美しい景観が保たれています。多くの芸
術家・音楽家・作家を魅了し芸術の町として
も知られていますが、暖かくなると観光客で
溢れ、大型観光バスが渋滞を引き起こし、鎌
倉や京都に住む人たちの気持ちがわかる今日
この頃です。
（パキスタン事業担当・モンサント）

CWS JapanメンバーによるGWおすすめの過ご
し方、いかがでしたでしょうか。「どう過ご
そうかな」と迷われている方のヒントになっ
たら幸いです。
（文：コミュニケーション担当・一色）

わたしの町のおすすめスポット・過ご
し方
CWS Japanでは全国・海外からもリモートワ
ークで働いている職員がいます。それぞれの
まちのおすすめスポットや過ごし方を聞きま
した。

・「鎌倉」
GWはいつも気づくと始まっていて、ジタバタ
せずに家にいます。鎌倉では、ひと気のない
お寺の回廊でのんびりするのがお勧め。庭の
若葉が風に揺れてキラキラするのを見ながら
深呼吸したり本を読んだり。子どもに袖を引

https://ikesunpark.jp/


0歳児とどう備える？
わが家の赤ちゃん防災
レベルアップ計画

おとなも子どもも、
まずは3日分の備蓄を
一般的に防災備蓄は、最低でも3日分を準備
することが望ましいと言われています。そこ
で、赤ちゃん用も最初の3日を乗り切れる備
えを意識しました。

■平時からローリングストックするもの
液体ミルク
缶入りの液体ミルクをまずは12本購入してみ
ました。3日分の備蓄と考えるとまだまだ足
りていないのですが、どこに収納するか問題
が解決できておらず、とりいそぎ…！

皆さんこんにちは！コミュニケーション担当
の高橋です。

昨年子どもが生まれ、少しずつ0歳児との生
活も日常になってきました。しばらくは目の
前にある命を生かすことで頭がいっぱいな
日々でしたが、最近は少し先の未来について
も考えられるようになってきました。

そんな折、宮崎県では最大震度5弱の地震が
発生、ミャンマーでも大地震が起こりまし
た。能登半島地震から1年、阪神・淡路大震
災からは30年を迎えるニュースにもふれる中
で、改めてまずは自助、そして家族の命を守
るための家庭での防災について考えていま
す。

以前から災害に備えて少しずつ備蓄を進めて
いますが、それはあくまでもおとなの分。子
どもの備蓄となると、おとな用とは違う目線
で追加すべきものがたくさんあることに気づ
きました。

これまで手に取ったことがなかった商品も多く、
ありがたいかぎり…！ ©CWS Japan

【参考】執筆者のステータス
・0歳児(主にミルク、離乳食すこしずつ開始
中)の子育て中
・災害に対してできる限り備えておきたい、
どちらかと言えば心配性？
・人口13,000人の小さな町在住のリモートワ
ーカー

きっかけは、お祝いにいただいた赤ち
ゃん防災セットから
「赤ちゃんの備えもしなければ！」と考える
きっかけになったのは、長年の友人が、お祝
いに赤ちゃん防災セットを贈ってくれたこと
でした。こんなすてきなギフトがあるのか！
と感動すると同時に、自分で準備するべきも
のがまだまだあることにも気づきました。

赤ちゃん防災セットの中身がこちら（写真参
照）

これで備えは万全！というものではなく、あ
くまでもこれをスタート地点にしっかり備え
てね、ということだと理解し、赤ちゃん備蓄
を開始！

同梱されていた防災リーフレットに、各自準
備すべきものチェックリストがあったので、
そこに記載されている内容を参考に、ちょこ
ちょこ調べながら0歳児のための備蓄を進め
てみました。
（余談ですが、友人が働く会社では最近、社
員に子どもが生まれたときには赤ちゃん防災
セットをプレゼントしているそう。なんてい
い会社なんだ…！）



粉ミルク、計量スプーン
ライフラインが切断することを想定すると、
粉ミルクを飲める状況ではないかもしれませ
んが、念のため。平時から常にストックがあ
る状態に。

そして、粉ミルクの専用計量スプーン。どん
どんたまっていくけれどほかに活用方法ない
かな？と気になっていたところ、調べてみた
ら、おとな・子ども用の防災グッズとしてス
トックしているという方を発見！たしかにお
となの食事のときも使える！と、我が家も捨
てずに備蓄に回すことにしました。

水
赤ちゃんが飲めるペットボトル水を調べてス
トック。我が家はいろはすを買いました。

液体ミルクには缶入りと紙パックがあり、ど
ちらがいいんだろう？両方買うか？と検討し
たのですが、温めやすさと、重みに対する耐
久性を鑑みて缶入りにしてみました。（飲ん
だ後のゴミを考えると紙パックの方が小さく
たためて良いなぁ、と思いつつ…）

我が家はまだ液体ミルクを数回しか飲ませた
ことがないので、今後は慣れてもらうために
平時にも活用しようと思っています。
備蓄しているミルクの種類や飲み方の違いに
より、「いつものミルクと違う！」「いつも
の乳首と違う！」と拒否反応が出る赤ちゃん
もいるそうなので、災害時も想定しながら、
日ごろのミルクマネジメントを検討してみて
もよいかもしれません。

▼液体ミルクに関して、こちらのまとめがと
っても参考になりました！

紙おむつ
まだ開いていない1パックをストック。サイ
ズが変わっていくので、おむつもローリング
ストック必須。

ただ、そのままだととにかくかさばる……。
圧縮できるけれど、量が多いし…小分けに圧
縮すればいいのか…？

■普段から使っていて、多めに備えているも
の
防臭袋
普段から使うものなのでこちらも多めに購入
してありますが、災害時はおとなの汚物入れ
や食べ物ゴミなど幅広く使えそう。（どんな
ものでもビニール袋はさまざまな場面で重宝
するはずなので、防災グッズには必携！）

おしりふき、てくちふき
災害時は老若男女問わず活躍する場面が多い
と思うので、いつも使っているものを多めに
ストック。大きめの洗浄綿も備蓄していま
す。

哺乳瓶洗い（洗剤）
ふだん使っているものを詰め替えスプレー容
器にいれて備蓄。

シリコンバッグ
お湯を入れて缶ミルクを温めたり、液体を一
時的に運んだり、いろいろな場面で活躍しそ
うなるので、シリコンバッグを買い足しまし
た。これから離乳食が本格的に始まった時も
重宝しそうです。

■防災グッズとして新たに備えたもの
哺乳瓶の洗浄・消毒が不要になる「哺乳瓶用
インナーバッグ」
水が使えない状況を想定して、哺乳瓶の洗
浄・消毒が不要になる「哺乳瓶用インナーバ
ッグ」を備蓄。使い捨てでこの値段かぁ…
と、ちょっと高く感じてしまいますが、背に
腹は代えられない……！（ただ、これミルク
期が終わったらほかに使い道がなさそう…）

https://moshimoni.com/ekitai-milk/
https://www.coca-cola.com/jp/ja/brands/i-lohas/water/softwater
https://eleminist.com/article/3287
https://kaneson-online-store.com/?pid=183088975
https://kaneson-online-store.com/?pid=183088975


まだ備えられていないもの
哺乳びんと乳首
いただいた赤ちゃん防災セットには使い切り
の哺乳ボトル「chu-bo!」が入っていたので
すが、これに加えて予備の哺乳瓶と替え乳首
が複数セットあるのが理想…と思いつつ、ま
だ準備できていません…。

ただ、購入する時は割れないプラスチック製
から選ぼうと思っています。ひとまずは紙コ
ップorプラコップを備蓄するかなぁ。

バスタオル、おくるみ
ふわふわでリラックスできる心地よいタオル
を備蓄しておきたいのですが、とにかくかさ
ばるので圧縮せねば…と思いつつ、まだ準備
できていません。ちょうど良い圧縮袋を買う
ところから…。

母子手帳、保険証の紙のコピー（写真データ
も！）
わすれがちなこちら！紙とスマホの写真、ど
ちらもあるとなおよし、とのことなので、準
備せねばです。（おとなも、保険証のコピ
ー、パスポートやマイナンバーのコピー
を！）

母子手帳のコピーはどのページがあればいい
んだろう？と疑問に思い、調べたところ、
「出産の状態」「乳幼児発育曲線」「予防接
種の記録」のページとのこと。

母子手帳には、予防接種歴や成長発達の記録
がぎゅっと詰まっています。避難時に持ち出
せればベストですが、急いで避難するときな
ど、それができない場合もあります。あらか
じめスマホで写真を撮っておく（スマホに関
しては停電に備えて充電器の確保も忘れず
に）とよいでしょう。停電に備えて紙のコピ
ーもあるとよいかもしれません。小児科医の
立場からは、特に「出産の状態」「乳幼児発
育曲線」「予防接種の記録」のページの写し
を取っておくことをお勧めします。

（出典）いざという時のために　今見直した
い子どもを守る地震への備え

このほかに、お薬を服用している場合は、お
薬手帳のコピーも必要になってきますね。
そういえば、「子ども医療費助成受給券」
（名称は自治体によって異なると思います）
のコピーはいらないのかな…。一応、入れて
おこうかな…。

カイロ
赤ちゃん防災グッズにも入っていて、寒い時
期の防寒対策用だと思っていたのですが、い
ろいろ調べる中でカイロがあれば液体ミルク
を人肌程度に温められることを知り、目から
ウロコ！

たしかにお湯もない中で、おとなの懐に入れ
て温めるのも限界がある…ということで、冬
のうちに多めに備えておきました。

※発熱剤は、授乳に適切な温度（70℃以上）
が可能かどうか、確認しておきましょう。

（出典）月例別備えるグッズリスト

緊急連絡先などを書いたメモ
防水のものにしたいなぁ…とまだ準備できて
いないもの。最低限の情報は、赤ちゃん防災
セットのリーフレットが緊急連絡先メモを兼
ねていたので、記入済みです。
もう少し大きくなったら「防災名札」も用意
しておくとよさそう。

普段使っていて、予備を準備できていないも
の
・抱っこ紐（いざという時に家の中のどこに
あるか、おとなが把握できていればOK？）

・おもちゃ、絵本など（今度買うものは、軽
くてかさばらないおもちゃにしようと考え
中）

あとは、そもそもこれらを入れて動けるキャ
リーケースorリュックが用意できていませ
ん…！（大穴）現状はキャビネットにそれぞ
れが置いてあるだけなので、時間のあるとき
にキャリーケースに詰めようと思っていま
す。

ひとつ言い訳すると…かばんに詰めるとうっ
かり諸々の使用・賞味期限が過ぎてしまいそ

https://www.sagami-gomu.co.jp/chu-bo/
https://www.sagami-gomu.co.jp/chu-bo/
https://news.yahoo.co.jp/expert/articles/08f41d76e77d07a1c2c8238517a8bd2706062f42
https://news.yahoo.co.jp/expert/articles/08f41d76e77d07a1c2c8238517a8bd2706062f42
https://baby-bousai.info/goodslist/goods01.html
https://www.bosai.yomiuri.co.jp/article/5153


うで……。ただ、バラバラおいてある状態だ
といざ逃げないといけない場面で意味がない
ので、定期的に防災キャリーケースorリュッ
クをチェックするというTODOを、生活になじ
ませる必要がありますね。

チームの皆さんからのフィードバック
をもらいました
ここまでのところで、チームの皆さんにフィ
ードバックをもらいました。

そこでおすすめしてもらったのが風呂敷！抱
っこ紐代わりになり、着替える時などは腰に
巻きつけて目隠しの役目も果たしてくれるそ
う。タオルよりかさばらないし、荷物もまと
められるし、用途が多そうで◎

参考：風呂敷で防災！避難時や子連れおでか
けに使える風呂敷抱っこの仕方を教えます

成長に合わせた備蓄と、定期的なチェ
ックは必須
こうして備蓄を見直してみて、これから準備
すべきものや、普段の生活から意識すべきこ
となどが明らかになり、とてもよい機会にな
りました。（Aちゃん、赤ちゃん防災セット
を贈ってくれて本当にありがとう！）

これから離乳食が本格的に始まったり、歩き
出したり、成長に応じて必要になる備蓄も変
わってきます。一度備えて安心するのではな
く、定期的に見直す機会を設定し、いざとい
う時に備えてできる限り最適な状態にしてお
きたいと思います。
（文：コミュニケーション担当　高橋）

継続的な寄付

今回のみ寄付

ミャンマー大地震 
緊急支援へのご協力のお願い

2025年3月28日、ミャンマー中部でマグニチ
ュード7.7の強い地震が発生しました。震源
はミャンマーで2番目に人口の多い古都マン
ダレーの近郊で、震源の深さは約10キロと比
較的浅いところで発生したため、甚大な被害
が出ています。

現在までに、死者3800人を超え、家を失っ
た方々は20万人以上。医療施設の広範な損壊
と医療物資の深刻な不足が対応活動を妨げて
います。

CWS Japanは、すでに現場に入っているアジ
ア防災・災害救援ネットワーク(ADRRN)のメ
ンバー等を通じた支援を行うために、情報収
集と関係者との調整を積極的に進めていま
す。マンダレーにいるチームの無事も確認
し、現場では被害の調査及び緊急支援が展開
されています。関連団体の医療チームも被災
地域入りしました。

こうした現場の支援をADRRNの理事長を務め
るCWS Japanとして、積極的に調整・支援し
てまいります。皆さまのご理解・ご支援を何
卒よろしくお願いいたします。

皆さまからの温かい支援を
お願いいたします

https://www.kodomoto.info/articles/furoshiki_dakko
https://www.kodomoto.info/articles/furoshiki_dakko
https://www.kifukara.jp/form/cwsjapan/monthly/
https://www.kifukara.jp/form/cwsjapan/once/


NGOでの社会人1年目どう
だった？
新卒× NGO歴16年目
インタビュー＜前編＞
皆さんこんにちは、コミュニケーション担当
の一色です。

CWS Japanに初めての新卒職員として加わっ
たプロジェクト・オフィサーの五十嵐望美さ
んが入職1年を迎えるタイミングで、NGO勤務
歴16年のディレクター五十嵐豪さんも迎え、
望美さんの1年目を振り返りつつ、「NGOでの
働き方」について話を伺いました。

※ちなみにこの2人、偶然おなじ「五十嵐」
さん！ということで、ここからは「望美さ
ん」と「豪さん」として記載します。

いろいろな経験をさせてもらえた1年
目
ーー現在担当している業務を教えてください

望美さん：主に3つの業務を担当していま
す。
インドネシアにおけるコミュニティ災害レジ
リエンス向上事業、アフガニスタンにおける
コミュニティ防災力向上事業、新大久保で行
っているコミュニティ・カフェ事業です。ア
フガニスタンの事業は、豪さんと一緒に取り
組んでいるプロジェクトです。

ーー入職して1年経ちますが、この1年間どう
でしたか？

望美さん：長かったような、でもあっという
間に過ぎていきました。出張で能登に行った
り、インドネシアに行ったりと、いろいろな
ことを経験させていただき、とても充実した
1年間でした。

ーーCWS Japanに入ってみて、想像通りでし
たか？
望美さん：想像していた通り、自分のペース
を保ちながら、働くことができています。同
世代の友人たちから、会社の同期間の競争が
激しかったり、キャリアアップしなきゃと焦

っていたりという話を聞くのですが、わたし
にはそういう環境はしんどいなと学生の頃か
ら思っていました。CWS Japanでは「1人前に
早くならなきゃ！」という過度なプレッシャ
ーもなく、自分のペースで仕事に取り組み、
仕事を教わりながら徐々に成長できていま
す。

ーーCWS Japanで新卒職員を迎えるのは初め
てでしたが、豪さん、受け入れてみてどうで
すか？

豪さん：まだまだ受け入れについては模索中
ですね。若い人に「学んで成長してほしい」
という当人の成長と、「仕事として成果を出
してほしい」という組織としての成果、その
二つのバランスを取るのが難しいなと。
仕事を任せる時も、「ここまではわかるか
な？わからないかな？どこまでこちら側で用
意しようかな？」と、悩ましく思ったりもし
ます。

NGO職員というキャリアへの周りの理
解はまだまだ？
ーー望美さんは新卒でNGO職員という道を選
ばれましたが周りの反応はどうでしたか？

望美さん：中高生の頃から国際的な環境や
NGOで働いてみたいという憧れを抱いていた
ので、わたしのことを以前から知っている人
は「望美らしいね！」と言ってくれます。一
方で、あまりNGOが身近でない人には「そう
なんだ！どんなことをしているの？」と聞か
れることもよくあります。

豪さん：僕が国連インターンをしていたとき
も、ほとんど成果を出していないインターン
なのに「国連」という響きだけで「すごい
ね！」と言われた一方で、以前は「NGOでは
男性が寿退社する。NGOでは稼げないから、
結婚するなら男性は転職しないとね」という
ことも言われたりして、NGO職員というキャ
リアは正しく理解されていないなと。

今も「NGO職員=無償ボランティア」だと思わ
れることもあり、NGOで働くということが誤
解されないようにすることは、業界としての
課題だと思います。



ーーチームの印象はどうですか？

望美さん：「自分の意見が言いやすいフラッ
トなチームだな」という印象は、入職直後も
今も変わらないです。メンバーのバックグラ
ウンドがそれぞれ違っても意見がしやすく、
居心地がいいなと感じています。

豪さん：NGO業界は「これをやりたい！」と
いうモチベーションが高い人が多く、想いや
モチベーションが強いからこそ、燃え尽きて
しまう人がいるのも事実。
だからこそ「ここまでは任せてください！」
「ここからは難しいです！」と気兼ねなく相
談できる環境を作ることが、チームとして仕
事をしていく上で欠かせないと思っていま
す。

豪さん：僕からも質問で、働き始めて隣の芝
生が青く見えてしまう、多様で特徴的な組織
が多い業界だからこそ、ほかの組織がうらや
ましいなと思うことはありますか？

望美さん：CWS Japanは、わたしにとって自
分らしくいられる場所なので、ほかの組織が
うらやましくなることは今のところありませ
ん。分野や業界を超えた同世代とのつながり
は、プライベートでも自然と作りやすいです
が、世代を超えたつながり（特にベテラン世
代の方とのつながり）を作る機会は学生時代
からあまりありませんでした。

しかしCWS Japanにはユニークな経験を積ん
できたベテラン職員も多いので、いろいろな
ことを教えてもらえたり、いい刺激をもらっ
ています。

豪さん：自分のやりたいことや、得意不得意
のバランスはどうですか？
好きで得意なこと、好きだけど不得意なこ
と、仕事なので好きではないけれどやらなけ
ればいけないことなど、バランスが取れてい
るといいなと。

望美さん：1年間働いてみて、得意・不得
意、苦手意識があることなどが見えてきまし
た。苦手意識があることをついつい後回しに
してしまったり…。自分の中で不得意なこと
もうまく付き合いながら、できるようになり
たいと思っています。

編集後記
前編では、豪さんと一緒に望美さんの1年目
を振り返りました。1年目からいろいろな経
験を積めるのは、小さなNGOならではかもし
れません。また、NGO職員というキャリアは
いまだに理解がされにくいという課題が浮き
彫りになりました。

後編では、NGO職員のワークライフバランス
や、現地事業パートナーとのコミュニケーシ
ョンの取り方などについてお話を伺う予定で
す。
※2025年4月インタビュー実施。肩書や内容
は当時のものです。
（インタビュー：高橋明日香 ／　
　文：一色あずさ）

石川県輪島市にて炊き出しの支援活動を行いました　
©CWS Japan

月に2回営業している、
コミュニティ・カフェ＠大久保の様子 ©CWS Japan



災害の記憶を
未来につなぐ
アフガニスタン研修員が
学んだ、日本の防災の知恵
こんにちは、プログラムオフィサーの浜田で
す。2025年4月20日から4月27日にかけて、東
京と長野でアフガニスタンからの研修員を招
いて本邦研修を実施しました。今回は、その
研修の背景や概要についてお伝えしたいと思
います。

対応や避難の判断を体験的に学べる「東京直
下72時間ツアー」などの展示が用意されてい
ます。

研修員たちは、模擬体験を通じて、混乱の中
で何を優先すべきか、自分たちに何ができる
かを考える貴重な機会となりました。特に都
市部における危機管理の考え方や備蓄の工夫
など、アフガニスタンの都市部でも応用可能
な視点が多くありました。売店で販売されて
いる保存食はアフガニスタンでは見かけない
ため、研修員たちは興味津々の様子でした。

アフガニスタンの課題に
即した学びの設計
──達磨山（だるまやま）・橋場河原
（はしばがわら）の事例
今回の研修の最大の目的は、長野県において
実施されている落石・地すべり対策を現場か
ら学び、アフガニスタンでの同様の災害に対
し、「日本での取り組みを現地の資材や技術
を活用して対応できるか」を検討することに
ありました。

現場視察や講義の中では、ドローンを用いた
現場アセスメントの有効性についても紹介が
ありました。人が立ち入れない危険な箇所に
ドローンを飛ばすことで、的確な状況把握が
可能になる点に研修員たちは強く関心を示し
ていました。

本邦研修とは？
CWS Japanは、2016年から外務省NGO連携無
償資金協力の助成を受け、現地パートナー団
体、国土防災技術株式会社（以下JCE）との
三者連携でアフガニスタンにおいて防災事業
を展開しています。

当初10名のアフガニスタン人研修員の参加を
予定していましたが、開始直前に5名に変更
となりました。急な変更ではありましたが、
結果的にはすべての活動が余裕をもって行う
ことができ、とても内容の濃い研修となりま
した。前回に引き続き、わたしはロジ手配を
担当し、参加者の円滑な移動や研修運営をサ
ポートしました。研修直前には長野県内で地
震が発生し、現場視察の実施が危惧されまし
たが、現地の安全が確認され、予定通りの日
程を終えることができました。

▼前回の本邦研修に関する記事はこちら 

都市防災の理解を深める
──そなエリアでの体験
研修２日目に東京臨海広域防災公園「そなエ
リア東京」を訪問しました。この施設は首都
直下型地震などの大規模災害に備えて設置さ
れた防災拠点であり、災害発生直後の初動

そなエリアで日本の防災備蓄について
五十嵐ディレクターから説明を聞く研修員©CWS Japan

https://note.com/cws_japan/n/nd224876bb7ee
https://www.tokyorinkai-koen.jp/sonaarea/
https://www.tokyorinkai-koen.jp/sonaarea/


また、岩盤破砕技術として、静的破砕剤（酸
化カルシウム）を用いた方法が共有されまし
た。現在、アフガニスタンではダイナマイト
が用いられていますが、酸化カルシウムは漆
喰の原料として現地調達可能であることか
ら、環境や安全面を考慮した代替手段として
注目を集めました。

自然を活かした災害記憶の継承
──茶臼山（ちゃうすやま）の事例
当初予定していた視察地のひとつである地附
山（じづきやま）周辺では熊の目撃情報があ
ったため、JCE長野支店の計らいにより、急
遽、茶臼山の地すべり災害跡地に視察地を変
更しました。茶臼山はかつて大規模な地すべ
り災害が発生した場所であり、現在は自然植
物園や恐竜公園として整備されていますが、
園内には災害の記憶を伝える看板や対策工
（たいさくこう）が残されており、防災教育
の場としても活用されています。研修員たち
は、日本でも過去に多くの試行錯誤があった
結果現在の知見に至っていること、そして災
害の記憶を地域で共有する大切さに強い印象
を受けたようでした。

達磨山現場視察風景 ©CWS Japan

長野県林務部森林づくり推進課治山係による 手作りの
模型を用いた講義 ©CWS Japan

茶臼山現場視察風景 ©CWS Japan

学びを未来へ
──アクションプランの作成と共有
現場視察後の座学では、現場での疑問を専門
家に直接尋ねる機会を設けるとともに、研修
の締めくくりとして、学んだ内容をもとにア
フガニスタンでどのような活動を展開してい
くかを整理したアクションプランを作成しま
した。これらは後継事業に活用されるととも
に、各研修員が所属機関に戻ったあと、実際
の業務に反映していく予定です。

なお、今回参加できなかった研修員に対して
は、アフガニスタン国内で今後開催されるフ
ォローアップ研修を通じて知見の共有を図り
ます。この研修には、日本からもJCEの専門家
およびCWS Japanがオンラインで参加する予定
です。



各種SNSは
ここをクリックor
QRコード読み込み

おわりに
今回の本邦研修は、長野県林務部森林づくり
推進課治山係および長野県長野建設事務所を
はじめとした多くの関係者のご協力により、
スムーズに実施することができました。長野
県林務部森林づくり推進課治山係の方々には
準備段階から現地視察前のレクチャー、現場
視察同行に至るまでご協力をいただきまし
た。この場をお借りしまして、改めて御礼申
し上げます。

バックオフィスとして携わったわたし自身
も、研修員のみなさんが現場で熱心に学ぶ姿
を拝見しながら、今回の学びが今後アフガニ
スタンでどのように展開されていくのか、と
ても興味深く感じています。残念ながら自然
災害を100％なくすことは不可能に近いです
が、できる限り多くの命が防災の取り組みに
よって守られるよう、今後も事業を通じて知
識の共有を続けていきます。
（文：プログラムオフィサー　浜田由美子）

さまざまなSNSで
情報をお届けしています
CWS Japanでは各種SNSで、日ごろから情報を
お届けしています。お好きな方法で最新情報
をぜひチェックしてみてください

https://linktr.ee/cwsj
https://note.com/cws_japan
https://x.com/Japan_CWS
https://www.instagram.com/cws_japan/
https://www.instagram.com/cws_japan/


「大人の塗り絵」と
「五月まつり出店」
5月のコミュニティ・
カフェ@大久保
皆さん、こんにちは！CWS Japanの五十嵐望
美です。

初夏を感じる蒸し暑い時もあれば急に肌寒く
なったりと、季節の変わり目で気温差が激し
い日々が続いていますね…。体調管理も大変
な時期ではありますが、無理なく過ごせてい
ますでしょうか？

今月のコミュニティ・カフェ@大久保では、
塗り絵のイベントや、先日開催された五月ま
つりへの出店も行いました！そんなコミュニ
ティ・カフェ@大久保のレポート記事を、今
月もお届けします。

大人のための癒しの塗り絵で多文化・
多世代交流
ゴールデンウィーク明けすぐのコミュニテ
ィ・カフェでは、「大人のための癒しの塗り
絵」を開催し、みんなで塗り絵を楽しみまし
た。

塗り絵といえば、子どもの時によくやってい
た方も多いかと思いますが、今回は大人向け
の塗り絵ということで、一味違った塗り絵体
験をしました！

イラストはこの季節に合わせた子どもの日や
母の日にちなんだ簡単なものから、日本・海
外の風景や複雑で緻密な曼荼羅など、さまざ
まな絵柄の中から選んで、各々のセンスに従
ってカラフルに彩りました。

今回も若者からお年寄り、そして新たなボラ
ンティアの仲間にご参加いただきました。文
化的背景もさまざまな人とともに、自らのア
ートのセンスを発揮して塗り絵に集中して取
り組む人もいれば、塗り絵よりもみんなとの
おしゃべりの方が夢中になって手があまり進
んでいない方もいたりなど！？それぞれの楽
しみ方で共に時間を過ごしました。

いろいろな塗り絵をおしゃべりしながら
好きな色で彩りました©CWS Japan

今回の塗り絵を通して多文化・多世代の交流
の場であるコミュニティ・カフェならではの
気づきがありました！実際に実在する風景や
物でも、塗り絵だとそのイメージに必ずしも
従わなくても自由に色を選んで彩ることもで
きるということです。例えば鯉のぼりでも日
本ではある程度色が決まっていても、海外の
方で日本の鯉のぼりを知らない人が塗り絵を
することで、日本ではあまり見られないよう
な色使いの鯉のぼりができることに気がつき
ました…！！

塗り絵は、介護やセラピーを必要とするご高
齢の方や障害のある方の創作活動としてもよ
く行われる中で、それぞれ生まれ持った個性
だけでなく、見聞きして来た文化的背景によ
る個性も含めて自由に自分を表現できる場に
なるのだな〜と塗り絵の新たな魅力にも出会
うことができました！

今回も若者からご高齢の方まで
おしゃべりを楽しみました！©CWS Japan



また、こうしたコミュニティ・カフェならで
はのゆったりした場づくりの機会を今後も作
っていけたらと思います！

今年も五月まつりに出店！悪天候なが
らも、大盛況でした！
5月17日(土)には、大久保地域センター主催
の五月まつりが今年も開催され、コミュニテ
ィ・カフェは昨年に続き、各国のローカルフ
ードや雑貨を販売するワールド・バザールを
出店しました。

の商品の提供が揃わず、せっかくお客さんが
いらしてもお目当てのフードを買えないとい
うもどかしい思いをさせてしまっていたの
で、果たして今回も間に合うのだろうか…と
かなりドキドキ・ハラハラでした。しかし、
幸い1組が遅れて参加したため、うまい具合に
調整がつき、10時過ぎには全てのフードが揃
うことができ、ワールドバザール始まって以
来、前代未聞の経験でした！！

オープンから出店メニューのフードがずらっと並べら
れ、続々とお買い上げいただいたおかげで、すぐに売
り切れてしまったメニューもありました！©CWS Japan

今年は昨年と比べて、出店者や出店メニュー
も倍増し、スリランカ・イラン・チュニジ
ア・カンボジア・エジプトのローカルフード
や雑貨を販売しました。

ワールド・バザールの開催・出店は今回で5
回目ということで、もうそろそろ準備も慣れ
てきた頃かと思いきや、出店メニューはいつ
も直前に決まることが多く、準備は毎回バタ
バタなのです…。

今回はメニューも出店者も前日になってよう
やく決まり、ギリギリまで調整に時間を要し
ました。お天気は予報通り一日中雨模様の中
での開催となり、少しブルーな気持ちで当日
を迎えることに…。

当日は、早朝から準備のために、教会のキッ
チンを３組の出店者がお互い初対面かつ国籍
もバラバラな中、協力しながら譲り合いを要
するなかなかハードな状況下で調理が始まり
ました。これまでオープンの時間までに全て

しかも、悪天候の中でも、オープンから親子
連れの方が続々と来場し、出店会場の会議室
はみるみる満員御礼の大盛況でビックリ！当
日は全体で、1500人もの方がお越しくださっ
たようです！五月まつりは全て屋内で開催さ
れたため、悪天候の中でも安心して子どもた
ちを遊ばせることができ、家族総出でお越し
下さった方が多くいました。

会場になった大久保地域センターでは、たくさんの
子どもたちの声で賑わっていました！©CWS Japan

今回初めて出店を経験した出店者からもこん
なにすぐ売り切れるとはびっくりした！と話
していたり、お越しくださった方からも「楽
しかった！」「またイベントあったらぜひ



誘って！」という感想も多く聞かれたりしま
した。準備ではかなり大変だったものの、頑
張った甲斐やご褒美がたくさんあった一日と
なりました！また秋の大久保まつりなどでも
ワールド・バザールを開催する予定ですの
で、それまでぜひ楽しみに待っていただけた
らと思います！

6月のカフェ企画のお知らせ
6月のカフェは、通常通り、第1水曜日・第3
水曜日の営業となります。

6月第一週目のカフェでは、「レインボーカ
フェ〜LGBTQIA+✖防災〜」を開催します。
6月といえば性的マイノリティ（LGBTQ+ /
LGBTQIA+）とされる人々の権利を啓発する月
間（プライド・マンス）であることはご存知
ですか？今年は東京でも6月7＆8日に、プラ
イド・フェスティバルとパレードが開催され
るようですね。
▶”TOKYO PRIDE”についてはこちら

ご自身がゲイであることをオープンにしなが
ら、新宿で行政書士としての活動や子ども・
若者支援を行っている田中利英さんをお迎え
します。
▶田中利英さんのX（旧Twitter）とnoteはこ
ちら

出店者の仲間と新しいボランティアスタッフと
記念撮影✨©CWS Japan

新しい出店者の仲間も加わりました✨©CWS Japan

新宿二丁目をはじめとして、国内最大の
LGBTQIA＋コミュニティを持つ東京・新宿に
おいて、災害への備えとしてわたしたちにで
きることは何か？について、性的マイノリテ
ィであることをカミングアウトしている当事
者を囲んで、共に考えます。ゲストには、
「波乱万丈ゲイの行政書士」として、

平時から性的マイノリティの方がどのような
状況に置かれているのかを共有しながら、災
害時にどのような困り事が起こりうるかを参
加者の皆さんとともに、考えていけたらと思
います。

性的マイノリティの課題に興味・関心がある
社会人・学生・福祉職・支援団体に携わる方
など、どなたでもお越し下さい！

※ただし、本イベントでは当事者も含めて安
心して参加することができる場とするため
に、このイベントに参加する上で守っていた
だきたいグラウンド・ルールを設けて行いま
す。もし以下のルールに同意できない、もし
くは守れていない方には参加をお断りするこ
とがございますので、ご了承ください。

https://pride.tokyo/
https://x.com/tanakatgyosei
https://note.com/haranbangyo_gay


6月第3週目のカフェでは、「世界難民の日：
アートワークカフェ」を開催します。

6月20日は、難民の保護と支援に対する関心
を高め、UNHCR（国際連合難民高等弁務官事
務所）を含む国連機関やNGOによる活動に理
解と支援を深める日として、世界難民の日
（World Refugee Day）になっています。
2000年に国連総会で制定されて以降、毎年こ
の日に合わせて難民支援活動に取り組む国連
やNGOを中心にさまざまなイベントが開かれ
ています！

【グラウンド・ルール】
※変更・修正する場合もあります。

・このイベント内で共有されたプライバシ
ー・個人情報に関する内容は、本人の許可な
くこの場以外では（外部に）絶対に共有しな
い。

・特に、ジェンダー（性自認・戸籍上の性
別・出生時に割り当てられた性別を含む）や
セクシュアリティ（性的指向・恋愛的指向）
に関して話された時に、その情報を聞いた人
が本人の許可を得ずに他人に言いふらすこと
（アウティング）は深刻な人権侵害につなが
ることを理解する。そして、もし本人の許可
を得て共有する際は、どの範囲まで共有して
よいかどうかを必ず確認する。

・また、本人が明らかにしていない中で、見
た目のみの判断でその人のジェンダーやセク
シュアリティ、または国籍、背景などを決め
つけるような発言は控える。

・みんながみんな自分と同じ考えではないこ
とを前提に、人の数だけ多様な考えがあるこ
とを理解する。もし何かを勝手に決めつける
ような発言を見聞きした場合、そうした考え
なのかもしれないと迷ったりした場合は発言
する前に、スタッフにご相談下さい。

・発言を求められた時でも話したくないこと
を無理に話す必要はありません。また、他の
人に対しても、話したいことがあれば話せる
ように、話したくないことは話さなくてもい
いような場を作る一員であるという意識をも
って、他の人の意見を尊重し、聞く姿勢を持
つ。

CWS Japanも難民支援事業を行うNGOとし
て、これまでも難民の日に合わせて情報発信
を行ってきましたが、今回はコミュニティ・
カフェ@大久保でも難民の日にちなんだアー
ト作品を作るイベントを行います。

コラージュアートを通して、それぞれの想い
を形にして作品を作ってみませんか？
（※コラージュアートで使いたい切り抜きや
材料があれば、ぜひご持参ください）

作品の完成後は、さまざまな地域・国の文化
が集う大久保を象徴するスポットにてそれぞ
れの作品とともに記念撮影をして、難民の日
に向けた発信も予定しているので、ぜひご参
加ください！

https://www.unhcr.org/jp/wrd
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特定⾮営利活動法⼈CWS Japan
 〒169-0051
 東京都新宿区西早稲⽥2-3-18
 ⽇本キリスト教会館25号室

メールアドレス：

public@cwsjapan.jp
電話：

03-6457-6840 cws_japan

コミュニティ・カフェ@大久保の各種SNSは
こちら。
Facebook　/　Instagram　/　X(旧Twitter)

6月もさまざまなイベントを予定しています
ので、お近くの際はぜひコミュニティ・カフ
ェ@大久保にお越しください。

（文：プロジェクト・オフィサー　五十嵐望
美）
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